
• XXXX
企画会議

「わたし×新博物館」

本日はワークショップにご参加いただき
、誠にありがとうございます。

お名前／ニックネームを席札にお書き
いただき、開始までお待ちください。

お名前 または
ニックネーム

グループの皆さんに
呼ばれたい

お名前／ニックネーム



企画会議

「わたし×新博物館」

加曽利貝塚新博物館整備ワークショップ
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2022年10月1日(土)



1. はじめに



本日のワークショップの目的
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令和４年10月

企画会議
「わたし×新博物館」

令和6年度中～

開館に向けた、
市民ワークショップ、
体験プログラム開発等

令和10年度中

新博物館
竣工・開館

市では、平成２９年１０月の加曽利貝塚の特別史跡指定を契機に、その価値を確実に未来

へ守り伝えていくことはもとより、多くの人々が史跡に親しみ、保存活用を推進するため、史

跡の再整備や加曽利貝塚の全体像の解明に向けた新たな発掘調査をスタートしました。

また、特別史跡にふさわしい魅力ある場とするため、史跡内を縄文時代の景観に復元する

ことを目指し、千葉市立加曽利貝塚博物館を史跡外へ移転することとし、新たな博物館を

整備する方針を示しました。

こうした現状を踏まえ、本日皆様からいただいたご意見は、新博物館整備・運営事業者の

募集に当たって参考にさせていただきます。また、今後も開館に向けて市民ワークショップや

体験プログラム開発等を進めて参ります。



本日のスケジュール
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説明アクション時間
開催のあいさつ、本日の進め方1. はじめに

高橋龍三郎氏
（早稲田大学文学学術院教授）3. 講演「私の考える新しい博物館」

テーマ設定の背景、ディスカッションの進め方や時
間配分の説明2. アイスブレイク

ワークショップ概要、進め方、事前情報の共有4. ワークショップセッション①

休憩休憩

「①を実現するために、新博物館の運営者にどのような取
組を期待するか」

班ごとの議論内容を全体に共有

「新博物館で、利用者としてどのような楽しみ方・過ご
し方がしたいか」グループワーク

14:00～ 8分

14:08～ 10分

14:18～ 20分

14:38～ 5分

15:15～ 5分

14:43～ 20分

総括、閉会のあいさつ7. おわりに15:57～ 3分

ワークショップ全体のまとめ・講評6. まとめ15:55～ 2分

セッション①の総括①のまとめ15:13～ 2分

進め方、事前情報の共有5. ワークショップセッション②

グループワーク

15:20～ 5分

15:25～ 20分

アイデアの共有14:45～ 10分

班ごとの議論内容を全体に共有アイデアの共有15:03～ 10分



2. アイスブレイク



• 「氷」+「打ち砕く」＝雑談をすることでお互いの緊張をときほぐすことです。
• 気軽に発言しやすい環境を作り、グループの一体感を醸成しましょう。

アイスブレイクとは
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気軽に発言しやすいオープンな対話ができる環境



• グループごとに自己紹介をしましょう。

アイスブレイク～自己紹介～
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テーマ：
① お名前（ニックネーム）
② ご職業・ご趣味など、ひと言
③ 休日・余暇でよく利用する施設・
過ごし方

目標：
1人1分程度



3.「私の考える新しい博物館」

高橋龍三郎氏
（早稲田大学文学学術院教授）



4. ワークショップ

テーマ①
新博物館で、 利用者としてど

のような楽しみ方・過ごし方
がしたいか

テーマ②

①を実現するために、新博物
館の運営者にどのような取

組を期待するか



テーマ設定の背景
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• 新博物館・特別史跡等における活動ニーズ、施設運営に期待する事項の共有を目的と
する。

• テーマ①は施設利用者から見た楽しみ方や過ごし方、新博物館で取り組みたいこと
• テーマ②は上記を実現する上で、期待される施設運営のあり方・運営事業者に期待す
る取組を検討する。

• 整備・運営事業において事業者が配慮すべき事項として、可能な限り反映する。

テーマ①
新博物館で、 利用者として

どのような楽しみ方・過ごし方がし
たいか

テーマ②

①を実現するために、新博物館
の運営者にどのような取組を期

待するか

ワークショップ（意見交換） 意見の整理、検討
整備・運営事業者が
配慮すべき事項として反映



グループワークの進め方
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各自アイデア出し

2分 3分 2分 10分 3分

各自、アイデ
アを付箋に自
由に記入して
ください。（質
は問いませ
ん）

模造紙に付箋
を貼って、そ
れぞれの人の
アイデアを軽く
共有してくださ
い。

他の人のアイ
デアも見たう
えで、さらに思
いついたアイ
デアを追加し
てください。

それぞれのア
イデアを発表
しながら、話を
膨らませて、
ディスカッショ
ンを深めてくだ
さい。

他のチームに
アイデアをシェ
アすることを見
据えて、チー
ム内の議論を
少しまとめてく
ださい。

共有

10分

各チームのア
イデアをそれ
ぞれ2分ずつ

で発表してくだ
さい。残りの時
間で自由に発
言してください。

グループワーク（20分） 全体共有（10分）

• グループワークの進め方について、以下に示すものは一例です。
• 各班のファシリテーターを中心に、時間配分や進め方は各班のやり方を尊重します。

共有
各自アイデア

深堀
ディスカッション まとめ



4. ワークショップセッション①
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テーマ①：
新博物館で、利用者としてどのよう
な楽しみ方・過ごし方がしたいか



テーマ①におけるフレーム
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新博物館
（館内）

遊び・レジャー 学習・研究体験

例）体験型発掘調査
館外

（周辺・特別史跡）

新博物館で、利用者としてどのような楽しみ方・過ごし方がしたいか

例）縄文ご当地
メニュー

例）屋外
アスレチック

例） 縄文くらし体験

例）周辺と連動した
地域企画
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事前情報の共有：現博物館における活動の例

出典：加曽利博物館HP

火起こし体験

縄文服の試着体験

アクセサリー作り

復元住居の解説

発掘作業の様子

発掘作業の様子
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事前情報の共有：現博物館における活動の例

出典：加曽利博物館HP

市民向け講座の開催 特別展示体験イベント
（縄文春まつり）
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事前情報の共有：他館における活動の例

三内丸山遺跡 出土品VR

三内丸山遺跡 出土品VR

登呂遺跡 土器炊飯

登呂遺跡 貫頭衣体験

国立科学博物館 youtube

東京国立博物館 鑑賞ガイド



事前情報の共有：新博物館の空間イメージ
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出典：特別史跡加曽利貝塚新博物館基本計画

探求型展示「加曽利ラボ」

対話型展示「未来ラウンジ」
没入型展示「縄文体験空間」（昼）
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事前情報の共有：
史跡内マップ

出典：加曽利博物館HP

加曽利貝塚は15ヘクタールの敷地
に、南北340mの8の字の形をした
大型貝塚、貝層断面観覧施設、博物
館、復元された縄文集落などが点在
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事前情報の共有：現博物館展示風景

出典：加曽利博物館HP

館内展示

館内展示

北貝塚 住居跡群観覧施設

北貝塚 貝層断面観覧施設

南貝塚 貝層断面観覧施設

復元集落 内部



自由奔放な
意見あり

グループワークのお約束
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質＜量

否定
はしない

人の意見
に便乗OK

とにかく
楽しみ
ましょう
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アイデアの
共有
各班発表2分
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【5分間の休憩】



5. ワークショップセッション②
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テーマ②：
①を実現するために、新博物館の運営者にど
のような取組を期待するか



テーマ②におけるフレーム
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学習・研究体験

例）プレイベント・モニ
ターツアーの開催

遊び・レジャー

例）ボランティア研修
の実施

例）埋文発掘現場見学会

例）子供向け・大人向け
など属性に応じた体験

機会の提供

開館前
（設計・建設・

開館準備期間中）

開館後

例）ボランティア活動の
支援

①を実現するために、新博物館の運営者にどのような取組を期待するか

例）イベント情報の
定期的な提供



事前情報の共有：みんなでつくる・育てる博物館
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出典：基本計画の管理運営計画
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事前情報の共有：既存団体による活動の例

県内外の博物館施
設や縄文時代の遺
跡の見学会の主催

縄文時代に関
する講演会

加曽利貝塚博物館の
催事の連絡、

展示の内覧会参加定期的な会報
の発行

薪づくり
粘土づくり
土器焼成

夏休み小学生
土器づくり教室

縄文スープ
（イボキサゴ）の
振る舞い

加曽利貝塚博物館の展
示物、野外施設の案内

と解説

博物館が主催する
イベントや

地域イベントの支援

坂月川流域の
自然保護

ゴミ拾い、
外来植物駆除



自由奔放な
意見あり

グループワークのお約束
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質＜量

否定
はしない

人の意見
に便乗OK

とにかく
楽しみ
ましょう
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アイデアの
共有
各班発表2分



6. まとめ



7. おわりに



アンケートにご協力ください

※紙での回答ご希望の方は
××配布いたします。

DUMMY
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